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１ 問題と目的

GIGA スクール構想（文部科学省,2019）の実現により１人１台端末の整備・

活用が進み、特別支援学校における子どもの指導・支援においても、様々な

可能性が広がっている。

文部科学省（2020）は、特別支援教育における ICT の活用については、①教

科指導の効果を高めたり、情報活用能力の育成を図ったりするために、ICT を

活用する視点 ②障害による学習上又は生活上の困難さを改善・克服するため

に、ICT を活用する視点の２つの視点をもとに各教科及び自立活動の授業にお

いて個々の実態等に応じて実施することとしている。合わせて障害の状態特性

やそれに伴う学びにくさは多様かつ個人差が大きく、障害のない児童生徒以上

に「個別最適化した学び」かつ「特別な支援」を必要としている。

「兵庫県特別支援教育第四次推進計画（兵庫県教育委員会,2024）」は、推

進計画の１つに「ICT の利活用等による特別支援教育の質の向上」を掲げ、 「個

別最適な学びと協同的な学びの充実を図る、１人１台端末の活用推進」を推進

方策の１つとしている。その取組例に個に応じた指導や、集団学習など様々な

場面において ICT 活用の「日常化」を促進し、目的に応じて遠隔による授業や

オンデマンドの動画教材を取り入れるなど、児童生徒の主体的な学びを支援す

ることとし、様々な研修等を通じて教員の ICT 活用指導力の向上を図ることを

示している。

しかし特別支援学校において、本質的な活用方法や利用可能性の理解が広ま

らず資料提示のツールとしてしか使われていないケースが多い現状があり、児

童生徒の障害からくる制約を改善するために利用されるケースがほとんど無

い （石飛 ・岡田,2021）。タブレット端末の活用は児童生徒それぞれの特性に合

わせた支援が必要であり、タブレット端末の実践を収集し分析を行い、個別最

適化した学びとしての活用方法を継続的に検討していくことが課題である

(辻・小倉,2021)。

そこで本研究において、特別支援学校の授業における児童生徒による１人１

台端末の活用状況を把握し、１人１台端末活用上の課題を明らかにすることを

目的とする。また教員研修や授業改善に活用できるよう事例集を作成し共有す

る。このことにより、今後の特別支援学校における１人１台端末活用推進の一

助とすることとする。
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２ 方法

(1) 調査目的

特別支援学校の授業等における児童生徒等の１人１台端末の活用事

例を収集し、活用状況を把握する。

(2) 対象

   県立特別支援学校 29 校

(3) 調査方法・項目

調査項目(表１)を石飛・岡田(2021)及び秋田県 ICT 活用実践事例集を参考

に設定し、作成した調査用紙を対象校に電子データにて配布する。対象校が

入力した１人１台端末活用事例を収集する。

表１ 調査項目

①  学校名

②  学部・学年

③  実践タイトル

④  活動のねらい

⑤  障害の種類

⑥  使用機器

⑦  教科等

⑧  使用アプリ

⑨  活用の具体

⑩  活用の効果

⑪  課題
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(4) 分類方法

 「教育の情報化に関する手引（追補版）第４章「教科等の指導における IC

の活用」（文部科学省 2020）には、学校における ICT を活用した学習場面

として、10 個の活用場面を示されている。(図１)

図１ 学校における ICT を活用した場面

本調査においては、活用収集事例を学部別内訳、障害の種類、教科等、使

用機器、使用アプリ等により分類整理し、学校における ICT を活用した場面

（文部科学省 2020）によって 「A1 教員による教材の提示」、 「B1 個の応じ

る学習」、 「B2 調査活動」、 「B3 思考を深める学習」、 「B4 表現・制作」、

「B５家庭学習」、 「C1 発表や話合い」、 「C2 協働での意見整理」、 「C3 協

働制作」、「C4 学校の壁を越えた学習」の 10 個の観点で分類する。
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３ 結果

41 事例を収集し、分類整理した。各教科等を合わせた指導９例、各教科以

外の指導 13 例、各教科の指導 23 例となった。またその他で学校生活全般（教

科に区分されない領域）が２例、幼稚部領域（健康、人間関係、環境）が１例

あった。（表４）

 (1) 収集事例

表２ 学部別内訳          表３ 障害の種類 （複数回答含む）

幼稚部 小学部 中学部 高等部  計

 １   ５  18 17 41

表４ 教科等（複数回答含む）

視覚障害  １

聴覚障害  ９

知的障害  30

肢体不自由  ６

病弱（身体虚弱を含む）  １

計 47

各教科等を合わせた指導  日常生活の指導（自立活動を含む）  ６

生活単元学習（自立活動を含む）  ２

作業学習（自立活動を含まない）  １

各教科以外  特別活動 ５

 総合的な学習の時間 /総合的な探究の時間  ４

 自立活動 ３

 特別の教科道徳  １

各教科  国語 ６

 社会 ４

 情報 ４

 算数・数学 ３

 職業 ２

 工業（工業技術科）  ２

 外国語 １

 福祉（職業科）  １

その他  学校生活全般

領域（健康、人間関係、環境）（幼稚部）

２

１

 計 48
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(2) 使用機器・使用アプリ等

１人１台端末の使用機器は iPad が最

も多くその他 iPad と併用している機器

として電子黒板等を活用した事例もあ

った。また iPad 以外にはノート PC を

活用した事例もあった。（表５）

 各使用アプリをカテゴリー別に分類

した結果、用途、目的に応じた多様な

アプリの活用がされていることが分か

った。また iPad に標準でインストー

ルされているアプリの他、別途インス

トールが必要なもの、AI に関するもの

などもあった。（表６）

表６ 使用アプリ等（複数回答含む）

ブラウザ・検索 Safari 印刷 ・ ハー ド ウ

ェア連携

Epson iPrint

Edge EtcherLaser

UD ブラウザ MaBeee

検索サイト 意思の表出 ドロップタップ

地図・経路検索 Google Maps ユーティリティ 計算機

神姫バス navi 読み上げ

経路検索 web ツール やってみよう！パソコンデータ入力

教科支援 NHK for school オフィスソフト Google ドキュメント

あそんでまなべる日本地図パズル Google フォーム

かずあそび Google スプレッドシート

新・筆順アプリ Google スライド

おもしろひとコマ漢字 Microsoft Word

Google Classroom Microsoft PowerPoint

Minecraft Education Keynote

Kahoot! Pages

テレビ会議・通信 Microsoft Teams やることリスト

Google Meet メモ帳

プログラミング paiza.io フリーボード

AI ChatGPT デザイン・３ D Canva

Gemini Figjam

YYProbe（文字起こし） Doodle 3D

Scaniverse

iPad 35

電子黒板  ５

ノート PC ４

3D プリンタ  ２

Lightning USB コネクタ用マイク  １

Lightning USB カメラアダプタ  １

ピッチングマシーン  １

ニューロノイド  １

ApplePencil １

計 51

表５ 使用機器（複数回答含む）
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(3) 活用場面の分類

収集した事例には自立活動を含む指導の事例が 11 件あった。(表７)

  表７ 活用場面(自立活動を含む指導)

(4) 学校における ICT を活用した場面（文部科学省 2020）による分類

「A 一斉授業」については本調査目的が 1 人１台端末の事例のため、みられ

なかった。 「B 個別学習」は 36 事例あり、その中で特に 「B１個に応じる指導」

が最も多く 22 事例あった。 「C3 協働学習」は５事例あり、協働編集で問題解

決を行った事例、多人数の教室に入りにくい生徒がテレビ会議システムを使

って別教室で授業を受けることができた事例などがあった。（表８～10）

  表８ A 一斉授業

A1 教員による教材の提示（画像の拡大提示や書き込み、音声、動画などの

活用）

０

計 ０

表９ B 個別学習

B1 個に応じる学習（一人一人の習熟の程度等に応じた学習）  22

B2 調査活動（インターネットを用いた情報収集、写真や動画等による記録 ７

B3 思考を深める学習（シミュレーションなどデジタル教材を用いた思考を

深める学習）

２

B4 マルチメディアを用いた資料、作品の制作  ５

B5 家庭学習（情報端末の持ち帰りによる家庭学習）  ０

計 36

表 10 C 協働学習

C1 発表や話合い（グループや学級全体での発表・話合い）  ０

C2 協働での意見整理（複数の意見・考え方を議論して整理）  ３

C3 協働制作（グループでの分担、協働による作品の制作）  １

C4 学校の壁を越えた学習（遠隔地や海外の学校等との交流授業）  １

計 ５

自立活動を含む指導

   11 事例
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(5) 事例

分類の中から３つの代表的な具体例 「Case１【B1 個に応じる学習】DropTap

を活用したコミュニケーション支援」、 「Case２の【B2 表現・制作】３Ｄプリ

ンタを活用したものづくり」、「 Case3 の【 C4 学校の壁を越えた学習】

GoogleMeet を利用した別教室での授業」を図に示す。（図２～４）

図２ Case1【B1 個に応じる学習】

Droptap を活用したコミュニケーション支援

図３ Case2【B2 表現・制作】３Ｄプリンタを活用したものづくり
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図４ Case3【C4 学校の壁を越えた学習】

GoogleMeet を利用した別教室での授業

４ 考察

①収集事例のうち、 「自立活動を含む指導の事例」が 11 件あった。これは特

別支援学校ならではの活用方法であると考えられる。古川・石田（2025）は 「自

立活動の指導において端末をより多くの機会で活用するためには、事例が多く

提示されること、端末を使う良さを指導者が感じられること、端末の操作が簡

単であることが重要」とし、これらのサポートがあれば、「指導者が生徒の実

態に合わせた従来の指導方法と端末の活用を合わせた指導を行ったりするこ

とができるのでないか」と述べている。文部科学省(2018)特別支援学校教育要

領・学習指導要領解説自立活動編によると、自立活動の目標は、個々の児童又

は生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・

克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的

発達の基盤を培うことであると述べている。１人１台端末が従来の教科等にお

ける活用だけでなく本調査からも学校生活の見通しの提示、意思表出などの活

用がみられたことは、１人１台端末が自立活動の場での活用とともに、教科等

の指導と自立活動を結び付ける媒体的役割を担っていることを示している。こ

のことから特別支援学校の教育課程における教科等の指導と自立活動の関係

の中で、端末が両者を横断的に支える手段として機能していることが考えられ

る。

  ②学校における ICT の活用場面(文部科学省(2020))で分類したところ 「A 一

斉授業」に該当する事例はみられなかった。これは本調査目的を児童生徒が使

用する１人１台端末活用状況調査としたためである。実際の特別支援学校にお

いては児童生徒に行事や授業のねらい、内容、教材等を具体的に理解しやすく

するために絵や写真、動画の大型ディスプレイへの提示など ICT 機器を使用し

ていることは多いと考えられる。

特別支援学校における１人１台端末の活用場面としては、動画視聴やドリル
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的学習等の活用例が多いと予測していたが、個別最適な学びの保障を中心的な

目的としている実態が多く報告された。その中で画面拡大・縮小、読み上げな

どの機能が多く用いられていたことは、端末が学習内容の効率的提示よりも、

障害の実態に起因する学習上の困難さを補う支援ツールとして機能している

ことを示している。これは、特別支援学校における１人１台端末の活用が、学

習の質の向上と同時に参加の保障を担う効果があると考えられる。

一方、 「C 協働学習」に関する事例の報告が少数であったという結果は、特別

支援学校において、協働的な学びの実現が難しい側面を有していると考えられ

る。操作の同時進行や対人的なやり取りを必要とする活動は、障害の実態によ

り認知的・身体的負荷が高くなりやすいことが背景にあると考えられる。しか

し少数ながらも共同編集や意見整理の事例が確認されたことは、支援方法や活

動設計を工夫することで、協働場面における活用の可能性が広がるのではない

かと考えられる。

  ③１人１台端末は、当初の教師のねらい以上の効果を生み出し、子ども自ら

の主体性や潜在的な力あるいは次の可能性を引き出すことにつながるツール

であることが期待できるということである。収集事例には、教師が子どものニ

ーズに応じた目標やねらいを設定し、その目標やねらいを達成するために１人

１台端末の活用を試みている事例が数多く見られた。教師の的確な実態把握と

ねらいを設定し、１人１台端末を活用することでねらい通りの結果が現れ、さ

らに教師が当初想定していなかった子どもの成長や効果を生み出しているこ

とが分かった。前述の３結果 (5)Case1 の事例では生徒が主体的に自分から

DropTap 内にある伝えたいイラストを探し、コミュニケーションをするように

なっていた。Case2 では生徒自らデザイン作成を試行錯誤し、操作を学ぶこと

ができ、学びの幅を広げることができた。Case3 では授業の雰囲気に慣れ、徐々

に教室での授業に参加し、他の生徒とともに教室での授業を受けることができ

た。これらはねらい以上の効果である。

 以上のことから、特別支援学校における１人１台端末の活用は、①教科指導

と自立活動を横断的に支える媒体として機能していること、②個別最適な学び

の保障に重点が置かれていること、また協働学習の展開には障害の実態により

認知的・身体的負荷が高くなりやすいといった課題があるが、支援方法や活動

内容を工夫することで協働場面の活用の可能性が広がること、③１人１台端末

は教師のねらい以上の効果を生み出し、子ども自らの主体性や潜在的力あるい

は次の可能性を引きだすことにつながるツールであることが特徴的な３点と

して整理できる。

５ 今後の課題と展望

 本研究においては、特別支援学校における１人１台端末の活用事例は児童生

徒の学習参加への効果的な役割を果たしていること、協働場面の活用での可能

性があること、教科等の指導と自立活動との媒体として機能していることが

分かった。さらには１人１台端末が教師のねらい以上の効果を生み出し、子
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ども自らの主体性や潜在的力あるいは次の可能性を引きだすことにつながる

ツールであることが分かった。一方で今後の課題として次の３点が残されてい

る。

  第１に、本研究は実践事例の収集と分類に基づく記述的分析にとどまってお

り、端末活用が児童生徒の学習成果や自立活動の向上にどの程度寄与したのか

について、効果検証までは行っていない。今後は、子どもの学習到達度や参加

状況、コミュニケーション行動の変容などが難しいケースにおける１人１台端

末の活用事例の蓄積が求められる。また、収集した事例は「効果的に活用して

いる実践」を中心としており、活用が困難であった事例や継続的な活用に至ら

なかった事例は十分に把握できていない。端末活用の阻害要因や実践上の困難

を含めて分析し、それらを考慮した１人１台端末の活用の仕方の提示により一

層実践的な活用モデルの構築につながると考えられる。

  第２に収集した事例には 「B5 家庭学習」 （情報端末の持ち帰りによる家庭学

習）に関する事例はみられなかった。山崎・水内（2024）は、「多くの知的障

害特別支援学校で端末の持ち帰りが実施されていないが、持ち帰りを実施する

ことで、子どもたちが端末を学習支援ツールとして認識すること、端末を自己

管理できるようになることだけでなく、教師や保護者にとって重要な意味を持

つだろう」と述べている。端末を文房具のような存在として位置づけ、持ち帰

りや家庭での活用へと広げることが今後の期待である。

  第３に、協働学習に関する事例が少数であったことから、特別支援学校にお

ける協働的な学びをどのように設計・支援すれば実現可能となるのかについて、

具体的な指導モデルの開発をめざした構築が必要である。個別最適な学びを保

障しつつ、段階的に協働的な学びへ接続する実践の積み重ねと発信が必要であ

る。

 １人１台端末は単に学習の道具ではなく、子どもの障害の困難さを軽減した

り主体性や可能性を引き出したりする道具である。１人１台端末を活用し、子

どもの能力がより開かれることが期待できる。

  以上のことから、今後は事例の質的整理に加え、効果検証、困難事例の分析、

端末の持ち帰りへつなげるモデル化、協働学習モデルの開発を進め、まずは教

師が子どもの１人 1 台端末の活用する端末を使ってみるという意識をもつこ

とが、特別支援学校における１人１台端末活用の実質的な推進につながると考

えられる。
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